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
年
４
月
実
施

東
京
都
立
富
士
高
等
学
校

広
島
・
関
西
３
泊
４
日

　
　
　

年

月
実
施

国
際
理
解
教
育
の
集
大
成

世
界
遺
産
か
ら
歴
史
学
ぶ

田
舎
生
活
を
感
じ
る
民
泊

家
族
の
大
切
さ
も
知
る
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広島市では平和学習を行った

伊勢田明弘教諭 大山聡教諭 芦川和也教諭

留
学
生
と
平
和
に
つ
い
て
意
見
を
ま
と
め
て
発
表

民
泊
で
は
食
事
の
手
伝
い
も

か
ま
ぼ
こ
作
り

す
け
漁
体
験

魚
捌
き
体
験

離
村
式

鹿屋航空基地資料館での講話

留
学
生
と
の
交
流
は
す
べ
て

英
語
で
行
っ
た

　
東
京
都
立
富
士
高
等
学
校

（
上
野
勝
敏
校
長
）
は
創
立


年
の
伝
統
校
。
２
０
１
０

年
４
月
に
東
京
都
立
富
士
高

等
学
校
附
属
中
学
校
が
開
校

し
、
中
高
一
貫
教
育
校
と
な

っ
た
。

　
同
校
は
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
目
指
し
て
お
り
、
国

際
理
解
教
育
に
力
を
入
れ

る
。
ま
た
、
大
学
や
研
究
機

関
と
連
携
し
て
科
学
技
術
系

人
材
の
育
成
を
推
進
す
る
東

京
都
理
数
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
中
学
３
年
か
ら
高
校
２
年

の
夏
ま
で
課
題
解
決
力
、
表

現
力
、
論
理
的
思
考
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
授
業
「
探

究
未
来
学
」
を
実
施
し
て
い

る
。
生
徒
各
自
で
研
究
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
論
文
に
ま
と

め
る
。
テ
ー
マ
設
定
は
自
由

で
、
例
え
ば
「
日
本
人
の
英

作
文
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
文
章

の
違
い
」
や
「
部
活
の
記
録

を
向
上
さ
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
法
」
「
親
友
と
友
人
の
違

い
は
ど
こ
で
生
ま
れ
る
か
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
国
際
理
解
力
を
育
成
す
る

た
め
、
英
語
教
育
に
力
を
入

れ
る
。
希
望
制
で
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
の
短
期
語
学
研
修

を
高
校
１
、２
年
生
で
実
施
。

ま
た
、
英
語
の
本
を
日
本
語

訳
を
せ
ず
大
量
に
読
む
「
多

読
」
の
導
入
や
第
２
外
国
語

の
講
座
を
開
く
な
ど
、
自
然

に
語
学
力
を
向
上
さ
せ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い

る
。

　
２
年
生
の
修
学
旅
行
は
国

際
理
解
教
育
の
集
大
成
と
位

置
付
け
、
２
０
１
３
年
以
来

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
学
生
と

の
交
流
を
行
っ

て
き
た
。
現
地

高
校
を
訪
問
し

て
の
交
流
に
加
え
て
、
学
生

と
一
緒
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
市
内
を
巡
り
、
生
き
た
英

語
を
体
験
。
ま
た
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
文
化
を
知
る
た
め
に

特
産
品
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
（
ろ

う
け
つ
染
め
）
作
り
を
体
験

し
た
り
、
森
林
研
究
所
を
訪

れ
熱
帯
雨
林
気
候
に
つ
い
て

学
ん
で
き
た
。

　
昨
年
も

月
下
旬
か
ら
実

施
予
定
だ
っ
た
が
、
現
地
の

祝
日
に
合
わ
せ
て
テ
ロ
発
生

の
可
能
性
が
あ
る
と
外
務
省

が
注
意
を
呼
び
か
け
た
た

め
、
生
徒
の
安
全
を
第
一
に

考
え
て
行
き
先
を
変
更
し

た
。

　
実
施
時
期
は

月
か
ら


月
に
延
期
。
９
月
下
旬
か
ら

新
た
な
修
旅
先
探
し
と
テ
ー

マ
設
定
が
行
わ
れ
た
。

　
修
旅
先
は
一
貫
校
化
前
に

１
度
実
績
の
あ
っ
た
広
島
、

関
西
に
設
定
し
た
。
修
学
旅

行
を
担
当
し
た
伊
勢
田
明
弘

教
諭
は
選
定
理
由
に
つ
い
て

「
国
際
理
解
教
育
を
教
育
理

念
に
掲
げ
て
い
る
が
、
日
本

の
文
化
を
世
界
に
発
信
す
る

に
は
、
ま
ず
日
本
の
こ
と
を

知
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
世

界
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る

宮
島
の
厳
島
神
社
、
広
島
の

原
爆
ド
ー
ム
と
姫
路
城
を
巡

る
こ
と
で
、
平
和
学
習
を
盛

り
込
み
な
が
ら
日
本
に
つ
い

て
し
っ
か
り
学
べ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
考
え
ら
れ
た
」
と
語

る
。

　
１
日
目
は
広
島
で
平
和
念

公
園
、
宮
島
の
厳
島
神
社
を

見
学
し
宮
島
に
宿
泊
。
２
日

目
は
広
島
市
内
で
広
島
大
学

の
留
学
生
と
交
流
を
半
日
行

っ
た
後
、
岡
山
の
倉
敷
の
美

観
地
区
で
自
由
行
動
後
、
瀬

戸
内
海
の
海
沿
い
で
宿
泊
。

３
日
目
は
兵
庫
に
移
動
。
姫

路
城
を
見
学
し
神
戸
市
内
で

自
由
行
動
。
４
日
目
は
大
阪

市
内
で
自
由
行
動
を
行
っ

た
。

　
国
際
理
解
教
育
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
広

島
大
学
の
留
学
生
と
英
語
で

の
交
流
で
は
、
テ
ー
マ
を
広

島
と
絡
め
て
「
平
和
」
と
し

た
。

　
ま
ず
ゲ
ー
ム
や
自
己
紹
介

な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
緊
張
を
ほ
ぐ

し
た
あ
と
、
生

徒
８
人
に
留
学

生
１
人
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ

て
、
留
学
生
が

日
本
に
来
て
感

じ
た
カ
ル
チ
ャ

ー
シ
ョ
ッ
ク
や

自
国
の
文
化
や

生
活
な
ど
を
紹

介
し
た
。
生
徒

は
海
外
の
人
か

ら
見
た
日
本
の

特
徴
や
世
界
の
国
々
と
の
文

化
の
違
い
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

　
昼
食
を
挟
ん
で
午
後
か
ら

は
、２
人
の
留
学
生
が「
私
が

考
え
る
平
和
、自
分
が
で
き

る
こ
と
」と
題
し
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

な
ぜ
日
本
で
学
ぶ
の
か
、自

分
に
と
っ
て
の
平
和
と
は
、

平
和
な
社
会
づ
く
り
に
自
分

が
ど
う
貢
献
で
き
る
か
に
つ

い
て
語
っ
た
。続
い
て
生
徒

と
留
学
生
は「
平
和
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
鍵
」を

テ
ー
マ
に
据
え
、班
ご
と
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、最
も
重
要
と
思
わ
れ
る

「
鍵
」に
つ
い
て
一
枚
の
模
造

紙
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
。

　
伊
勢
田
教
諭
は
「
難
し
い

テ
ー
マ
で
は
あ
っ
た
が
、
が

ん
ば
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
生
徒
は
多
か
っ
た
。

英
語
が
堪
能
な
生
徒
ば
か
り

で
は
な
い
の
で
、
班
に
１
人

は
得
意
な
生
徒
が
入
る
よ
う

に
班
分
け
を
生
徒
が
行
い
、

得
意
な
生
徒
を
中
心
に
な
ん

と
か
う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
て

い
た
。
こ
れ
で
英
語
力
が
す

ご
く
向
上
し
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
考
え
る
き
っ
か
け
に

は
な
っ
た
と
思
う
。
自
分
の

考
え
を
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
に

表
現
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を

知
り
、
も
っ
と
勉
強
し
な
け

れ
ば
と
感
じ
た
生
徒
も
い
る

だ
ろ
う
」
と
学
習
効
果
に
つ

い
て
語
る
。

　
ま
た
、
理
想
の
修
学
旅
行

に
つ
い
て
は
「
ま
ず
目
標
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
国
際
交
流

が
目
標
だ
が
、
今
回
の
修
学

旅
行
に
も
そ
の
部
分
は
残
し

た
。
そ
れ
に
加
え
て
生
徒
の

印
象
に
残
る
体
験
を
し
っ
か

り
さ
せ
た
い
。
自
分
の
高
校

生
活
を
思
い
起
こ
し
て
も
、

修
学
旅
行
で
行
っ
た
と
こ
ろ

は
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

で
、
生
徒
が
自
主
性
を
発
揮

し
て
、
自
由
行
動
で
き
る
部

分
も
し
っ
か
り
確
保
し
た
か

っ
た
。
そ
の
二
つ
の
調
整
が

大
変
で
は
あ
っ
た
が
、
両
立

で
き
て
い
る
の
が
素
晴
ら
し

い
修
学
旅
行
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
る
。

　
巣
鴨
学
園
（
堀
内
不
二
夫

校
長
）
は
、
東
京
都
・
上
池

袋
に
校
舎
を
置
く
中
高
一
貫

の
男
子
校
。
日
本
社
会
学
の

祖
と
言
わ
れ
る
哲
学
者
、
遠

藤
隆
吉
氏
に
よ
っ
て
１
９
１

０
（
明
治

）
年
に
創
立
さ

れ
た
。
教
育
指
導
の
根
本
と

し
て
い
る
の
が
「
硬
教
育
」

で
、
「
創
立
者
は
、
女
の
子

と
比
べ
て
成
長
す
る
時
期
の

男
の
子
に
、
目
標
を
与
え
、

努
力
す
る
こ
と
、
頑
張
る
こ

と
を
与
え
た
方
が
良
い
と
考

え
た
。
男
の
子
が
大
人
に
な

る
土
台
を
作
る
学
校
だ
」

（
山
田
純
三
教
務
主
任
）
。

　
高
等
学
校
の
修
学
旅
行

は
、
１
年
生
の
各
ク
ラ
ス
で

目
的
地
を
決
め
て
実
施
す

る
。
国
内
で
あ
れ
ば
行
き
先

に
縛
り
は
な
い
。
行
程
中
に

平
和
学
習
を
含
め
る
の
が
通

例
で
、
中
学
生
の
修
学
旅
行

で
は
奈
良
・
京
都
に
行
く
こ

と
か
ら
、
広
島
や
長
崎
、
沖

縄
な
ど
が
多
い
。

　
実
施
期
間
は
、
２
年
生
と

し
て
登
校
す
る
４
月
８
日
の

始
業
式
を
目
前
に
控
え
た
４

月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４

泊
５
日
。
２
年
生
へ
と
上
が

る
際
に
ク
ラ
ス
替
え
を
す
る

の
で
、
１
年
生
の
ク
ラ
ス
で

行
う
最
後
の
行
事
だ
。
修
学

旅
行
は
、
高
校
２
年
生
か
ら

受
験
勉
強
が
本
格
化
し
て
く

る
同
校
に
と
っ
て
、
生
徒
の

心
の
切
り
替
え
の
ス
イ
ッ
チ

で
も
あ
る
。

　
昨
年
の
参
加
生
徒
は
７
ク

ラ
ス
、
２
６
０
人
。
そ
の
中

の
Ｅ
組

人
は
、
九
州
方
面

を
行
き
先
に
決
め
た
。
メ
イ

ン
と
な
る
の
は
五
島
列
島
の

福
江
島
。
担
任
の
芦
川
和
也

教
諭
は
「
修
学
旅
行
の
引
率

と
し
て
屋
久
島
や
奄
美
大
島

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
島

の
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
は

他
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
だ

っ
た
。
そ
れ
で
今
回
の
修
学

旅
行
で
も
行
程
に
島
を
入
れ

た
」
と
語
る
。

　
数
あ
る
島
の
中
で
福
江
島

を
選
ん
だ
理
由
の
一
つ
は
、

民
泊
の
体
験
が
で
き
る
か

ら
。
「
都
会
で
時
間
に
追
わ

れ
て
過
ご
す
自
分
た
ち
と
は

違
い
、
田
舎
で
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
感
じ

て
も
ら
い
た
か
っ
た
」
と
芦

川
教
諭
。

　
初
日
は
航
空
機
で
羽
田
空

港
か
ら
宮
崎
空
港
に
降
り
て

九
州
・
宮
崎
に
入
っ
た
。
青

島
神
社
や
鬼
の
洗
濯
岩
、
鵜

戸
神
宮
を
見
学
し
、
午
後
は

飫
肥
で
自
主
研
修
を
行
っ

た
。
宿
泊
は
鹿
児
島
県
志
布

志
市
内
の
ホ
テ
ル
。

　
２
日
目
の
午

前
は
、
平
和
学

習
の
重
要
ポ
イ

ン
ト
と
位
置
付

け
て
い
た
鹿
屋

航
空
基
地
資
料

館
の
見
学
。

「
鹿
児
島
で
の

平
和
学
習
と
い

う
と
一
般
的
に

は
知
覧
特
攻
平

和
会
館
へ
行

く
。
鹿
屋
航
空

基
地
が
舞
台
と

な
る
小
説
『
永
遠
の
０
』
を

読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
生
徒
が

多
数
い
た
の
で
鹿
屋
を
選
ん

だ
。
特
攻
な
ど
で
命
を
失
っ

た
同
世
代
の
青
年
た
ち
の
思

い
と
、
こ
れ
か
ら
彼
ら
以
上

に
生
き
る
で
あ
ろ
う
自
分
た

ち
の
人
生
を
考
え
て
ほ
し

い
」
（
芦
川
教
諭
）
。

　
午
後
は
鹿
児
島
市
内
で
班

別
自
主
研
修
。
こ
の
日
は
佐

賀
市
・
古
湯
温
泉
の
旅
館
に

泊
ま
っ
た
。

　
３
日
目
は
、
平
和
公
園
と

長
崎
原
爆
資
料
館
を
見
学
し

た
後
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル

で
長
崎
港
か
ら
福
江
港
へ
。

福
江
島
で
の
入
島
式
で
は
、

五
島
市
長
を
は
じ
め
多
数
の

島
民
か
ら
歓
迎
を
受
け
る
。

そ
の
後
、
潮
の
干
満
を
利
用

し
た
伝
統
漁
法
「
す
け
漁
」

と
魚
捌
き
の
体
験
、そ
し
て
、

民
泊
を
受
け
入
れ
る
家
族
と

の
対
面
式
を
行
っ
た
。

　
民
泊
は
３
、
４
人
で
一
つ

の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
玉
之

浦
地
区
の

軒
の
民
家
に
散

る
。漁
業
を
営
む
家
が
多
い
。

生
徒
の
過
ご
し
方
は
、
配
膳

や
皿
洗
い
な
ど
食
事
の
手
伝

い
を
し
た
り
家
族
の
人
と
話

を
し
た
り
各
家
庭
そ
れ
ぞ

れ
。
近
く
の
灯
台
や
温
泉
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
グ

ル
ー
プ
も
あ
る
。

　
４
日
目
の
午
前
は
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ー
。
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
「
地
元
名
産

『
か
ん
こ
ろ
餅
』
作
り
」
や

「
波
止
釣
り
」
「
か
ま
ぼ
こ

作
り
」
を
島
の
人
た
ち
と
一

緒
に
な
っ
て
行
っ
た
。

　
昼
食
時
に
離
村
式
。
副
引

率
の
大
山
聡
教
諭
は
こ
の
時

の
様
子
を
語
る
。
「
生
徒
た

ち
も
一
晩
く
ら
い
な
ら
お
と

な
し
く
し
て
い
ら
れ
る
。
と

っ
て
も
い
い
子
だ
っ
た
よ
う

で
、
別
れ
の
際
、
泣
き
出
し

そ
う
な
民
家
の
お
母
さ
ん
も

い
た
。
最
後
に
バ
ス
で
出
発

す
る
時
に
は
船
の
出
航
の
時

の
よ
う
に
紙
テ
ー
プ
を
投
げ

る
な
ど
、
そ
れ
は
す
ご
い
お

見
送
り
だ
っ
た
」
。

　
福
江
港
に
向
か
う
途
中
、

「
大
瀬
崎
灯
台
」
や
「
井
持

浦
教
会
」
「
水
ノ
浦
教
会
」

「
高
浜
海
水
浴
場
」
を
訪
れ

た
。
長
崎
に
戻
り
、
市
内
の

ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

　
最
終
日
の
５
日
目
は
、
軍

艦
島
ツ
ア
ー
、
長
崎
市
内
自

主
研
修
を
実
施
し
、そ
し
て
、

無
事
に
帰
路
に
着
い
た
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
で
は
、

平
和
学
習
と
民
泊
体
験
の
二

つ
を
柱
と
し
て
構
成
。
特
に

民
泊
は
、
大
半
の
生
徒
が
事

後
学
習
の
作
文
で
書
い
て
い

る
よ
う
に
、
最
も
生
徒
の
思

い
出
に
残
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の

よ
う
だ
。

　
芦
川
教
諭
は
「
民
泊
が
終

わ
っ
て
長
崎
で
ク
ラ
ス
全
員

が
一
緒
に
な
っ
た
時
、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
家
族
の

よ
う
に
温
か
く
迎
え
て
も
ら

っ
た
こ
と
や
、
も
て
な
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て
楽
し
そ
う

に
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
た
。

『
大
人
と
久
し
ぶ
り
に
ゆ
っ

く
り
話
を
し
た
』
『
家
族
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
直
し

た
』
な
ど
の
生
徒
の
感
想
を

聞
く
と
、
正
直
不
安
も
あ
っ

た
が
思
い
切
っ
て
民
泊
を
や

っ
て
み
て
良
か
っ
た
」
と
語

る
。
今
後
の
修
学
旅
行
で
も

民
泊
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
い
考
え
だ
。

http://www.minamiaizu.co.jp/
http://www.iseshima-kanko.jp/business/gakuyu/

